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｢本土唯一､軍政敷かれた館山」
七
十
年
前
の
九
月
二
日
は
日
本
が
降
伏
文
識
に
調
印
し
た
日
。
翌
三
日
に
は
米
兵
が
館
山
湾

か
ら
本
土
に
続
々
と
上
陸
し
た
Ｉ
。
そ
ん
な
終
戦
直
後
の
貴
重
な
写
真
を
、
館
山
市
の
郷
土
史

あ
い
ぎ
わ
の
ぷ
野

研
究
者
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
房
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
、
愛
沢
伸
雄
さ
ん
宍
三
が
米
国
の

博
物
館
か
ら
入
手
し
た
。
同
市
の
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
中
の
「
戦
後
七
十
年
展
」
で
公
開

さ
れ
て
い
る
。
（
北
浜
修
）

｢館山に.H庫する米軍」（1945年9月3日）＝いずれも米テキサス軍事|馴勿館から入手した愛沢さん提供

地元NPO代表が入手
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写
真
な
ど
を
収
集
し
て
お
り
、

今
回
新
た
に
米
テ
キ
サ
ス
軍
事

博
物
館
か
ら
十
七
点
の
写
真
を

提
供
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
米
側

の
撮
影
と
み
ら
れ
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
「
館
山
に

愛沢伸雄さん

一
睦
言
言
米
軍
」
’
九
四
三

（
昭
和
二
十
）
年
九
月
二
日
、

東
京
湾
に
停
泊
し
た
米
戦
艦
ミ

ズ
ー
リ
号
上
で
日
本
側
全
梅
の

合
し
げ
ゐ
つ
ま
り
凸

重
光
葵
外
相
ら
が
出
席
し
、
降

伏
文
書
の
調
印
が
行
わ
れ
た

が
、
翌
日
に
米
兵
約
三
千
五
百

人
が
館
山
湾
へ
上
陸
す
る
様
子

を
撮
影
し
た
一
枚
だ
。

愛
沢
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
日
本
で
見
ら
れ
た
同
じ
カ

ッ
ト
の
写
翼
に
比
べ
て
、
ト
リ

ミ
ン
グ
さ
れ
て
お
ら
ず
左
右
の

幅
が
広
い
。
右
端
に
背
広
姿
と

み
ら
れ
る
男
性
が
写
っ
て
い

る
。
「
館
山
に
設
圃
さ
れ
た
政］
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「
館
山
の
お
み
や
げ
店
」
（
同
年
９
月
即
日
）
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篭

義
謬葱 、

藍

一
風
恥
！

府
の
出
先
機
関
、
館
山
終
戦
連
一

絡
委
員
会
の
人
物
で
は
な
い

か
」
と
み
る
。

愛
沢
さ
ん
の
研
究
で
は
、
降

伏
調
印
に
先
立
つ
八
月
三
十

日
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
厚
木
飛
行

場
（
神
奈
川
県
）
に
到
着
。
そ

の
同
じ
日
に
米
軍
の
先
遣
隊

（
百
人
規
模
）
が
館
山
入
り

し
、
同
委
員
会
と
本
隊
上
陸
に

つ
い
て
率
前
協
雛
し
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
一

ほ
か
の
写
真
は
、
当
時
の
米

兵
や
市
民
の
様
子
を
う
か
が
わ

せ
、
興
味
深
い
。
「
館
山
の
病

院
」
（
撮
影
は
九
月
十
二
日
）

で
は
、
院
内
で
米
兵
が
日
本
人

医
師
と
患
者
の
様
子
を
見
て
い

る
。
左
端
の
人
物
は
日
系
の
米

兵
で
通
訳
し
て
い
る
と
み
ら
れ

Ｆ
Ｄ
９
．

ｌ
ｂ

蝋
隠

る
一
館
山
の
お
み
や
１
店
」

（
九
月
二
十
日
）
は
、
米
兵
と

や
り
と
り
す
る
日
本
人
店
員
の

姿
が
あ
る
。

愛
沢
さ
ん
は
長
年
の
研
究
を

通
し
て
、
米
軍
が
九
月
三
～
六

日
の
四
日
間
、
本
土
で
唯
一
、

館
山
で
「
軍
政
」
を
敷
い
た
と

主
張
す
る
。
米
軍
が
三
日
に
市

内
の
学
校
、
劇
場
や
酒
場
の
閉

鎖
、
市
民
の
夜
間
外
出
禁
止
な

ど
を
命
令
し
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
れ
は
同
委
員
会
が
政
府
を
通

じ
て
米
側
に
中
止
を
求
め
、
解

除
さ
れ
た
。

米
側
が
当
初
、
日
本
を
軍
政

統
治
す
る
計
画
だ
っ
た
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
る
。
二
日
の
降
伏

調
印
直
後
、
連
合
国
軍
総
司
令

部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
立
法
、
行

政
、
司
法
三
権
の
制
限
や
、
円

を
廃
止
し
軍
票
の
配
布
な
ど
を

通
告
。
翌
三
日
に
発
表
予
定
だ

っ
た
が
、
蓉
鐸
錘
琴
癖
謹
垂
内

閣
（
当
時
）
の
露
光
葵
外
相
ら

が
強
硬
に
反
対
し
、
施
行
さ
れ

な
か
っ
た
。

軍
票
配
布
な
ど
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
館
山
が
四
日
間
「
軍

政
」
下
に
あ
っ
た
と
す
る
背
景

を
愛
沢
さ
知
は
一
米
側
に
は

敵
地
へ
乗
り
込
む
よ
う
に
日
本

人
へ
の
饗
戒
感
が
あ
っ
た
。
館

山
は
墓
示
湾
の
入
り
口
で
海
軍

の
基
地
も
あ
っ
た
が
、
東
京
や

横
浜
か
ら
離
れ
て
お
り
、
占
領

の
モ
デ
ル
に
な
る
と
見
て
い
た

の
で
は
」
と
説
明
す
る
。

今
回
入
手
し
た
写
真
を
見

て
、
「
終
戦
直
後
、
米
兵
と
館

山
市
民
は
良
好
な
関
係
だ
っ
た

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
分
か
る
貴

重
な
も
の
。
友
好
的
な
日
本
人

の
態
度
は
、
そ
の
後
の
米
側
の

対
日
占
領
政
策
に
影
響
を
与
え

て
い
る
か
ら
だ
」
と
話
す
。

戦
後
七
十
年
展
は
八
日
ま

で
。
午
前
十
時
～
午
後
五
時
。

七
日
は
休
館
。
入
場
無
料
。
ま

た
五
、
六
の
両
日
、
南
総
文
化

ホ
ー
ル
と
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
各
地
で
戦
跡
保
存
活

動
を
す
る
関
係
者
ら
が
集
い

「
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
く
。
愛
沢
さ
ん

は
六
日
の
《
豪
巨
で
米
軍
の
館
山

上
陸
に
つ
い
て
発
言
す
る
予

定
。
問
い
合
わ
せ
は
、
安
房
文

化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
電
０
４

７
０
（
犯
）
８
２
７
１
１
へ
。

米
軍
上
陸
な
ど
写
真
Ｗ
点
を
公
開


